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はじめに
令和 3 年度「異常気象と長期変動」研究集会（第 17 回）は，京都大学防災研究所一般研究集会

2021K-05（研究代表者 山﨑　哲）として，2021年 11月 25日に開催された。第 9回観測システム・
予測可能性研究連絡会，気候形成・変動機構研究連絡会，新学術領域研究「変わりゆく気候系におけ
る中緯度大気海洋相互作用 hotspot」との共催である。
　多階層的な大気海洋のスケール間相互作用によって豪雨・豪雪や暖冬・冷夏などの気象・気候災
害が発現している。その予測可能性とその発現過程について，この研究集会での成果発表や討論を通
じて，包括的な理解を目指した。さらに，温暖化が進行する気候系において，それらの災害の予測精
度や過程・頻度などがどのように変化し得るのかについて，大気海洋相互作用の観点と，数値予報モ
デルを使ったアプローチからの研究を総括することを目的とした。セッションは「夏季の循環変動」，
「冬季の循環変動」，「成層圏変動とその影響」，「同化・力学・予測可能性」の 4つに分けて編成した。
本報告書がこの分野の研究の進展に寄与することを期待する。

山﨑　哲
向川　均
廣岡 俊彦
渡部 雅浩
榎本　剛　　
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